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「アジア」の発明 

    —１９世紀におけるリージョンの生成 
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1 本稿の議論につき、詳しくは次を参照。三谷博「『アジア』概念の受容と変容」、朴忠錫・渡辺浩編『韓国・

日本・「西洋」』慶應義塾大学出版会、2005 年。以下の註では、そこで取り上げなかった文献を引く。 
2 新井白石『采覧異言』18 世紀初頭。 
3 馮明珠編『経緯天下』国立故宮博物院、民国 94 年（2005 年）。 
4 赤嶺守『琉球王国：東アジアのコーナーストーン』講談社、2004 年。村井章介・三谷博編『琉球からみた世

界史』山川出版社、2011 年。 
5 並木頼寿「明治初期の興亜論と曽根俊虎について」、同著『近現代の日中関係を問う』研文出版、2012 年。 
6 平野健一郎「黄遵憲『朝鮮策略』異本校合ー近代初頭東アジア国際政治における三つの文化の交錯について

ー」日本国際政治学会『国際政治』129 号、2002 年。 
7 岡本隆司『馬建忠の中国近代』京都大学学術出版会、2007 年。 
8 Owen Nickerson Denny, China and Korea (Seoul, 1888). Denny was an American Adviser of Korea, 

1886-1890. 岡本隆司校訂・訳注『ON.デニー「清韓論」』東北アジア文献研究会（横浜：成文社）、2010 年。

一般的に、岡本隆司『属国と自主のあいだ 近代清韓関係と東アジアの命運』名古屋大学出版会、2004 年。 
9 三谷博・並木頼寿。月脚達彦編『大人のための近現代史 19 世紀編』東京大学出版会、2009 年。 
10 長崎暢子『インド独立 逆光の中のチャンドラ・ボース』朝日新聞社、1989 年。 
11 最近、アジア各地のアジア主義に関する包括的な研究が出版された。今後の研究はその参照を抜きにしては、

不可能であろう。松浦正孝編『アジア主義は何を語るのか』ミネルヴァ書房、2013 年。 


